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定例部長会議開催結果 概要 

●日 時 令和 7 年 2 月 4 日（火） 午後 1 時 30 分から午後 2 時 10 分まで 

●場 所 ３Ａ会議室 

●出席者 

■は出席（代理出席は○） 

■ 市長 ■ 石原副市長 ■ 髙橋副市長 ■ 教育長 

■ 政策部長 ■ 総務部長 ■ 税務担当部長 ■ くらし安心部長 

■ 文化スポーツ

部長 

■ 福祉部長 ■ こども健康部長 ■ 環境産業部長 

■ はだの魅力づく

り担当部長 

○ 都市部長 ■ 建設部長 ■ 上下水道局長 

■ 教育部長 ■ 消防長     
 

進行：副市長 事務局：総合政策課長、総合政策課課長代理（政策調整担当）、担当 

陪席：秘書課長 

●会 議 

１ 市長あいさつ 
２ 報告事項 
(1) 職員氏名票の様式改正について                ［人事課］ 
(2) ファミリーマート秦野市役所前店における住民票の請求・受取サービスの廃止 

について                         ［戸籍住民課］ 
(3) 土地利用委員会調整部会の審議案件について        ［開発指導課］ 
３ その他 

●会議概要 

１ 市長あいさつ 

・昨日３日は立春で、春の始まりと言われているが、まだまだ寒い日が続く

かと思う。 

・インフルエンザ流行のピークは越えたとの報道もあったが、身近なところ

でインフルエンザやコロナの感染者も見られるため、体調管理には十分留意

してもらいたい。 

・先月 29 日から秦野市・伊勢原市共同消防指令センターの運用が始まった。 

・相互応援体制を強化し、ＡＩの導入や地図アプリとの連携など、最先端の

機能を最大限に生かしながら、両市・26 万人市民の生命と安全・安心を守っ

ていきたい。 

・また、明日は、災害対策本部運営訓練が予定されている。 

・昨年の台風第 10 号への対応などを踏まえた訓練を予定しているが、「首都

直下型地震」の切迫性が指摘される中、従事する職員には、自分事として、

能動的な行動をお願いしたい。 

・先月 27 日に予算査定が終わり、各特別会計を含めた新年度予算をまとめる

ことができた。 

・今後、微調整はあるかもしれないが、現時点での令和７年度の一般会計の

予算規模は、令和６年度の当初予算 605 億 8,000 万円を 34 億 9,000 万円上回

る、640 億 7,000 万円で、過去最大の予算規模となる見込みである。 

・来年度は、私の２期目の任期の最終年度でもあり、市制施行 70 周年の節目

でもある。 

・70 周年のテーマである「みんなでつなぐ 未来のＨＡＤＡＮＯ」のもと、
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様々な記念事業を通じて、先人たちが築いてきた「ふるさと秦野」の魅力に

一層磨きをかけ、しっかりと次の世代に引き継いでいきたい。 

・また、来年度は、総合計画後期基本計画を策定する年となる。特に、まち

全体に活気をもたらす若者世代の声を丁寧に聴くなど、市民一人ひとりの声

を生かしたまちづくりを進めていく。 

・こうした意味も込めて、2025 年にかける思いを、「成果」、「達成」など

に使う「成（なる）」とした。 

・「表丹沢の魅力づくり」や「小田急線４駅周辺のにぎわい創造」、「女性

とこどもが住みやすいまちづくり」など、秦野市の発展のため、様々な成長

の種をまき、進捗に合わせて「ふるさと秦野」の魅力を育ててきた。 

・これまでの取組みを大きく開花させ、「成果を出す」という強い決意を持

って、市政運営に取り組んでいきたい。 

・「日々感謝、日々感動」。これは松下幸之助氏の言葉だが、「お互いが励

まし合い、協力し合って、大きな成果を得る。その成果を分かち合い、感謝

し合うところに、深い感激と感動が生まれ、真の喜びを味わうことができ

る。」これは、まさに、市政運営にも通じるものだと思う。 

・「ふるさと秦野」の飛躍・発展のため、組織一丸となることはもちろんの

こと、職員には、市民の立場で物事を考え、スピード感をもって進めてもら

いたい。そして、仕事に喜びと楽しみを感じながら、熱意を持って取り組ん

でもらいたい。 

・本年度も、残すところ、あと２か月となるが、この時期は、来年度の準備

と本年度事業の追い込みが重なる重要な時期である。 

・とりわけ、本年度事業については、仕上げの段階であるため、積み残しが

ないよう、また、執行に誤りがないよう、進行状況のチェックを重ねてお願

いする。 

 

２ 報告事項 

(1) 職員氏名票の様式改正について            ［人事課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．職員は、市民のもとへ訪問することもあり、今回の改正で、氏名票

の偽造に係るリスクもあるかと思うが、対策はどのようか。 

  答．訪問等を行う際には、必ず身分証明書を携行することとする。 

  問．氏名票の台紙について、材質はどのようか。 

  答．現在の氏名票と同様に、木質紙とする予定で、新年度予算へ費用を

計上している。しかし、木質紙の在庫が不足している状況のため、３

月１日の施行時点では、通常の紙で対応し、必要数が確保出来次第、

木質紙へ切り替えることと考えている。 

 意見．訪問時等の身分証明書の携行について、職員への周知徹底をお願い

したい。 
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 (2) ファミリーマート秦野市役所前店における住民票の請求・受取サービ

スの廃止について                 ［戸籍住民課］ 

【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．資料に記載されている交付実績について、住民票全体での交付枚数

はどのようか。 

  答．令和５年度の実績で、有料で交付しているものは、約７万枚であ

る。 

 

 (3) 土地利用委員会調整部会の審議案件について    ［開発指導課］ 

 【説明】資料に基づいて説明 

 【意見・質疑】 

  問．寄宿舎ということは食堂があるのか。 

  答．寄宿舎とは、いわゆる一般的なアパート等におけるキッチン、浴

室、トイレが備え付けられていないものを指すため、恐らく設計され

る建物の低層階に食堂等が設置されるものと考えられる。 


